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熱帯地域における茶生産の動向

静岡県立大学
茶学総合研究センター
センター長 中村 順行

お茶の始まり

神農

西暦500年前後に陶弘景
(452-536)がまとめた『神農
本草経』に「神農嘗百草、日
遇七十二毒、得荼而解之

漢 三国 普 隋 唐 宋 元 明 清 中国
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発酵茶

緑茶

茶経 喫茶養生記 紅茶が世界
に広まる
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ヨーロッパへのお茶の伝搬(16世紀)から紅茶の普及

中国からは
茶の機能性

日本からは
もてなしの文化

コーヒーハウスからティハウスに

茶の効能論争

緑茶 ⇒ 紅茶 ⇒ アフタヌーンティ

砂糖

ミルク

東洋文化への憧れから
自国の文化に

シノワズリー
(中国趣味)

茶の湯の文化

コーヒーから紅茶に

エール(ビールの一種)

肉食文化

産業革命、植民地
政策により世界の
お茶に(１９世紀)

茶の世界への伝搬（茶のグローバル化）

チャの起源と伝搬(数字は世紀を表す)

大石、1983、中村改変

17

19世紀前半、イギリ
スによるアッサム種
の発見と産業化

お茶が初めてヨーロッパに伝えられたのは
16世紀中半。17世紀初期に緑茶から紅茶
に変化し、19世紀初期にインドで紅茶生産。
19世紀中期にセイロンで生産開始。
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1935年 第6回世界植物学会議

チャ属とツバキ属をツバキ（Camellia）属とする

1958年 Sealy 「ツバキ属の改訂」：チャをツバキ属チャ節とする。

チャ節（Section Thea）

チャ（C. sinensis (L.) O. kuntze）

中国種（ C. sinensis var. sinensis ）

アッサム種（C. sinensis var. assamica）

引用文献 Sealy,J.R.:

A revision of the genus Camellia, Royal Horticultural 
Society, London, p.239 (1954)

お茶の木は大きく
二つに分けられる

チャの分類 中国種とアッサム種の違い

山西貞（お茶の科学：裳華堂）
アッサム種中国種

カフェンとタンニン含有率による
アッサム種と中国種の分類

アッサム種と中国種ではリナロール
とゲラニオール量が異なる

武田（日本茶の起源を探る、２００３) 
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A minority race in China

Darjeeling

Sri LankaKenya Indonesia

世界のチャの栽培地域

Tea Belt

India

温暖地、緑茶産地 ；中国種
亜熱帯地、紅茶産地；アッサム種

世
界
の
お
茶
は
紅
茶

世界の茶生産量の推移

緑茶は機能性の高ま
りから増加している

世界的には、茶の生産量は緑茶に関心が高まり、
毎年10～１５万t程度づつ増加している。

世界における茶の生産量の推移

茶の機能性(カテキン)に関する論文数の推移

主要茶産地における生産量の推移

世界の茶は、中国、インドで７２％、

ケニア、スリランカまで含めると８７％

と大部分を占める。

緑茶生産量の推移主要茶産地における緑茶生産量の推移

中国における緑茶生産量の推移

世界の緑茶生産国比率

中国以外の国の緑茶生産量
の推移

緑茶＝中国緑茶と言われ
るほど圧倒的に中国の生
産量が多い

インド

ケニア

スリランカ

茶業の好況を受け、世界的にも
コスト低減のため手摘みから機
械摘採化が急速に進展している

茶生産の高まりとともに
機械化にシフトしている

手摘みと機械摘みにおける茶芽の違い

手摘み

手摘み 摘採面 手摘み 摘採面

遅れ芽も含め萌芽し、伸長した新芽の全てを摘む

機械摘み

摘採 摘採面 摘採 摘採面整枝g

同一の高さで新芽を摘採

機械摘みでは新芽の生育を揃えることが非常に重要
⇒亜熱帯地域では、気候・品種の違いなどから芽を揃えることがやや困難
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スリランカインドネシア トルコ ベトナム アルゼンチン 日本 インド 中国
1980 6 32 96 14 19 99 347 199
1985 16 21 137 18 0 94 435 309
1990 22 45 123 16 0 90 517 361
1995 68 75 103 21 6 85 595 439
2000 5 62 172 14 8 88 545 493
2005 18 54 128 45 14 99 751 648
2010 35 64 114 77 7 81 783 1173
2011 28 67 127 48 7 80 903 1300
2012 22 68 127 24 6 84 924 1468
2013 31 66 129 39 6 80 984 1592
2014 21 70 118 43 6 77 1003 1795
2015 28 67 128 36 5 72 975 1953

表 自国内消費量の推移(1000t)

主要茶産地における自国内消費量の推移

日本は自国内消費量が減少しているにもかかわらず、インドや中国は所得の向上とともに
自国内消費が激増している

亜熱帯地域における茶生産は輸出向きから国内消費向きへの増加も見られ始めている
⇒プランテーション茶業からの変化
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国内消費増大型
中国、インド

輸出移行型
ベトナム

輸出型
スリランカ、ア
ルゼンチン、ケ
ニア

国内消費型
日本、トルコ

国内消費比率の推移

主要茶産地における生産量に対す
る国内消費量比率の推移

世界の主要
茶生産大国
である中国、
インドの国内
消費量の増
大化により、
輸出に変化
が生じてい
る。

主要茶産地における輸出量の推移

主要生産国の輸出量の推移

かつては、

インド、スリ

ランカが輸

出の主要国

であった

が、現在で

はケニア、

スリランカ、

中国に変化

している
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主要茶産地の主要な輸出先

ケニア 中国(緑茶)インドネシア スリランカ インド
イギリス 9.7 7.4
ドイツ 8.0
CIS 6.5 16.0 18.9 15.9 27.3
USA 7.8 5.8
イラン 12.1 10.9
イラク 11.6
マレーシア 16.1
パキスタン 28.5 7.4
モロッコ 23.4
エジプト 19.0

輸出先国別比率

輸出先の変化は生産にも影響
中近東； CTC
欧 米； 有機茶

17

生 葉 萎 凋 ローターバン 発 酵玉解き
篩い分け

揉 捻

CTC

乾 燥

紅茶
Auction

手摘み

分級
篩い分け

オーソドックスタイプ

非オーソドックスタイプ

半オーソドックスタイプ

レッグカット

オーソドックス CTC

（1923年開発）

（1930年頃開発）

（1958年開発）

揉捻工程

萎凋槽

揉捻機 CTC機

紅茶の主要な製造法

香りや繊細な味、淡い
水色が特徴の茶葉
は、オーソドックス製法
で、濃い味や濃い色が
特徴の茶葉はCTC製法
が向いている。

主要茶産地におけるオーソドックとCTC紅茶の比率

紅茶の種類別比率

主要紅茶産国におけるオーソドックスとCTC紅茶の比率

オーソドックス紅茶 CTC紅茶
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スリランカにおけるオーソドックとCTC紅茶の価格の推移

スリランカにおける標高別価格の推移 スリランカにおける標高別生産量の推移

かつての銘茶産地が苦境に立たされている

高地の有機栽培茶園（インド、ダージリン周辺）

高標高茶園では有機栽培が
増加している

高地の観光茶園（スリランカ、ヌワラエリア）

茶園を走る列車 茶工場を改装したホテル

銘茶産地の紹介

課題と方向

今後の方向
☆ 需要の拡大
・品質向上
・新商品開発
・他用途利用
・有機栽培茶
・機能性エビデンスの付与
☆ 気象変動への対応
・優良品種の導入
・栽培管理技術
☆ 経営力の向上
・機械化による低コスト化
・労働コストの低減化対策
・需給バランスの維持 など

課題
★生産コストの上昇
★気象変動による生産の不安定化
★新旧産地の格差拡大
★スモールホルダーの脆弱性
★簡便化志向
★多様化 など

日本国中に
煎茶が普及

ペットボトル
などの普及

緑茶の生産量・消費量などの推移 主要茶産地における農業生産収入に占める茶業の比率

静岡市 46.3 沼津市 23.3 12.7 相良町 70.1
清水市 32.0 榛原町 73.3
蒲原町 0.0 富士宮市 5.6
由比町 1.8 芝川町 10.1 島田市 59.0

金谷町 83.5
浜松市 3.0 富士市 38.9 川根町 90.0
天竜市 46.8 富士川町 7.2
浜北市 2.1 中川根町 92.1
龍山村 78.5 藤枝市 42.6 本川根町 88.5
佐久間町 59.8 岡部町 51.0
水窪町 44.3 磐田市 27.1
舞阪町 0.0 菊川町 68.6 竜洋町 0.1
雄踏町 0.0 小笠町 37.3 豊田町 9.5
細江町 3.8 豊岡村 5.9
引佐町 2.3 掛川市 58.8 福田町 0.0
三ケ日町 0.0 大東町 24.0
春野町 25.3 大須賀町 16.7 袋井市 26.6

浅羽町 6.9

57.6

菊川市 37.7

掛川市 18.6

藤枝市 13.0

袋井市

12.8

1.4

1.6

42.4

静岡市

浜松市

富士宮市

島田市

牧之原市 35.9

富士市 19.1

磐田市 14.4

11.1

川根本町

平成26年平成5年 平成26年 平成5年 平成26年 平成5年
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県内の茶栽培面積・農家数・生産量の推移

栽培農家の規模の推移

緑茶の生産実態の推移

日本における中山間地と平坦地における
茶園面積の推移

低コスト化

今後ますます多様化
二極化が予想される

高付加価値化

中山間地と平坦地
では対応が異なる

消費者は何を望ん
でいるのか!?


